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二億三七六四万一三二六人のうち、九九・六二％を占める二億三六七二万八三七九人がインドネシア国籍である。〇・〇三％にあたる七万三二一七人が外国籍、〇・三五％にあたる八三万九七 〇人は国籍不明者である（住所不定者に対する質問票Ｌ２には国籍や宗教を尋ねる設問がなく、また遠隔地居住者、船上生活者、外交官とその家族 含む海外居住 に対す質問票Ｃ２には国籍を尋ねる設問がない。ここでの国籍不明者および表２の宗教の不明者はそういった人々を指す） 。　
宗教については、二〇一〇年の





イスラーム  156,318,610（87.21％）  177,528,772（88.22％）  207,176,162（87.18％）
プロテスタント  10,820,769（6.04％）  11,820,075（5.87％）  16,528,513（6.96％）
カトリック  6,411,794（3.58％）  6,134,902（3.05％）  6,907,873（2.91％）
ヒンドゥー  3,287,309（1.83％）  3,651,939（1.81％）  4,012,116（1.69％）
仏教  1,840,693（1.03％）  1,694,682（0.84％）  1,703,254（0.72％）
儒教 － －  117,091（0.05％）
その他  568,608（0.32％）  411,629（0.20％）  299,617（0.13％）
無回答 － －  139,582（0.06％）
不明 － －  757,118（0.32％）
合計  179,247,783（100％）  201,241,999（100％）  237,641,326（100％）
（出所）　Hasil Sensus Penduduk 1990,Jakarta:BPS,Hasil Sensus Penduduk 2000, Jakarta:BPS,AkhsanNa’imdan
HendrySyaputra,Kewarganegaraan, Suku Bangsa, Agama, dan Bahasa Sehari-hari Penduduk Indonesia: 
Hasil Sensus Penduduk 2010,Jakarta:BPS のデータに基づき、筆者作成。
アジ研ワールド・トレンド No.238（2015. 8）　　42
設問がなかったため、一九八〇年、一九九〇年、二〇一〇年のデータを掲載した。三〇年間でインドネシア語を日常的に使用する人の割合は約八％上がり、ほぼ 割に達した。地方 およびその他の言語を話す人の割合は約八％低下した。地方語のうち、特にジャワ語を日常的に使用 る人の割合は約 ％低下しており、他の 語に比べて変化が大きいことがわかる。　
表４をみると、インドネシア語
を日常的に使用する人の割合が最






インドネシア語 11.80 15.19 19.97
地方語・その他合計 87.46 84.36 79.77
　ジャワ語 40.97 38.08 31.83
　スンダ語 14.95 15.26 15.16
　マドゥラ語 4.80 4.29 3.62
（出所）　Hasil Sensus Penduduk 1980, Jakarta: BPS, Hasil Sensus 
Penduduk 1990, Jakarta: BPS, Hasil Sensus Penduduk 2000,
J a k a r t a :  B P S ,  A k h s a n  N a ’ i m  d a n  H e n d r y  S y a p u t r a ,
Kewarganegaraan, Suku Bangsa, Agama, dan Bahasa Sehari-




ジャカルタ特別州 90.69 マルク州 0.70
西パプア州 69.71 北スラウェシ州 0.89
リアウ諸島州 58.68 中部ジャワ州 1.91
北スマトラ州 55.56 北部マルク州 2.40
東カリマンタン州 53.47 南部スマトラ州 2.46
ゴロンタロ州 47.61 東部ジャワ州 3.27
中部スラウェシ州 42.34 バンカ・ブリトゥン州 3.87
（出所）　Akhsan Na’im dan Hendry Syaputra, Kewarganegaraan, Suku Bangsa, 











































（出所）　Akhsan Na’im dan Hendry Syaputra, Kewarganegaraan, Suku Bangsa, Agama, dan 









の人口とその割合である。自己申告に基づくエスニック・グループ別の人口統計は、インドネシア独立後では前回二〇〇〇年の人口センサスで初めて行われたが、このときの調査 エスニック・グループ数が一〇〇〇以上 のぼっ ことを受けて、二〇一〇年人口セン
サスでは、一〇〇万人以上のエスニック・グループは独立したカテゴリーとし、それ以下のエスニック・グループについては、複数のエスニック・グループを地域ごとに一まとめにする いう分類方法が採用された。この中央統計庁の分類方法に基づくと、表５のようにエスニック・グループの総称





ジャカルタ特別州の人口は一七％増えたが、全国における人口の増え方（三割増）よりも小さい。むしろその近郊地域で人口が大幅に増加していること わかる。特にボゴール市の人口は三・五倍 、ブカシ県およびブカシ市の人口は二・三六倍となり、大幅に増加している。これらの地域がジャカルタに通勤する人のベッドタウンとして、この 〇年間で急速に拡していったことがわかる。　
一人あたりのＧＰＰをみると、








1990 2010 1990 2010 1990 2010
（１）首都
ジャカルタ
特別州 8,227,746 9,607,787 117 22,830,244 861,992,100 2.77 89.72
全国 179,247,783 237,556,363 133 195,597,200 6,446,851,900 1.09 27.14
対全国比
（％） 4.60 4.00 11.70 13.40 254 331
（２）ジャカルタ首都圏（ジャボデタベック）
ジャカルタ








デポック市 1,736,565 16,144,726 9.3
















ブカシ市 2,336,489 35,679,065 15.27
ジャボデタ
ベック小計 17,105,337 26,658,974 156 29,340,108 1,190,839,684 1.72 44.67
対全国比




（出所）　Penduduk Indonesia: Hasil Sensus Penduduk 1990,Jakarta:BPS,1992,Pendapatan Nasional Indonesia 1988-
1993,Jakarta:BPS,1993,Produk Domestik Regional Bruto Kabupaten/Kotamadya di Indonesia 1983-1993,
Jakarta:BPS,1993,DKI Jakarta dalam Angka 2013,BPSProvinsiDKIJakarta,PDRB Jawa Barat Atas Dasar Harga 
Berlaku Menurut Kabupaten/Kota 2008-2011,BPSProvinsiJawaBarat,PDRB Atas Dasar Harga Berlaku Menurut 
Lapangan Usaha 2009-2012,BPSKabupatenTangerang,Statistik Indonesia 2014,Jakarta:BPS に基づき、筆者
作成。また、新井健一郎『首都をつくる――ジャカルタ創造の50年』東海大学出版会、2012年も参考にした。
